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1. 課題研究の背景及び目的 

(1) 社会的動向および学術的な背景 

 今日の学校教育では、他者と協働して問題

を解決していく能力や生徒一人ひとりが感性

を働かせながら自分の考えを形成する能力な

どの資質・能力の育成を目指した授業実践が

求められている(文部科学省,2018)。しかし、

高等学校国語科の学習指導の現状は、教材の

読み取りが中心の授業になっている一方で、

教科書の文章を読み解けていないことや、主

体的な言語活動が軽視され、講義調の伝達型

授業に偏っている傾向のあることが指摘され

ている(中央教育審議会,2016)。これらの課題

を踏まえ、高等学校国語科では、「読むこと」

の領域の学習過程における指導事項のうち、

「精査・解釈」「考えの形成、共有」の学習過

程における指導の充実が課題である。「読むこ

と」領域の学習指導において、生徒一人ひと

りの多様な読みや感じ方を共有し合える工夫

をし、主体的な言語活動が行われる必要があ

る。 

協働的な学びを重視した質の高い学習のた

めには、生徒の既有知識を生かし対話的思考

を重視することや、学習活動を行う必要性や

意味を教師が明示することが重要である(奈

須,2017)。また、生徒の理解や既有知識に注

意を払った適切な足場かけや、生徒が自己の

内的な思考を検討、吟味、編集したりできる

ような外化の工夫を行うといった、教師によ

る学習環境のデザインも欠かせない(ソーヤ

ー,2018)。さらに、「読むこと」における学び

(読み)の深まる過程には、読み手のテキスト

への積極的なかかわりが必要である(Cf.,秋

田,2002)。生徒がテキストの言葉や表現と丁

寧に向き合って自身の解釈をもち、それを他

者と交流し共感したり批評したりできるよう

な適切な学習課題の設定が必要である。 

 

(2) 実践研究を行う学校の実態と課題 

 置籍校でのアンケート調査の結果及び授業

観察から、次の３点の実態が明らかとなった。 

①協働的な活動について、「人間関係に左右

される」などの学習環境に関する点から

消極的になっている生徒がいること 

 ②授業で、教材の中の言葉に向き合い自分

の考えを構築し、自分の考えを他者と交

流する活動自体が少ないこと 

 ③授業での学習課題について、内容把握が

中心で、生徒の多様な読みが問われる課

題設定がなされていないこと 

置籍校での教育実践においては、グループ

やペアでの学習活動で取り組む課題の設定が

適切でないことにより、活動の質が十分に高

まっていないことが示唆される。教材の中の

言葉に着目して生徒一人ひとりが考えを形成

し、それを共有することで考えが深められる

ような課題の開発、及び、生徒が安心して交

流できる学習環境をつくる必要がある。 

(3) 研究の目的 

本研究では、文学的な文章を教材とした「読

むこと」の授業において、生徒が新たな見方・

考え方に気づいたり、考えを深めたりするこ

とができる学習課題、及び、深い対話を促す

学習環境のデザインという実践的課題につい

て追究する。 

2. 課題研究の方法と改善の要点 

(1) 研究の方法 

令和５年度群馬県立伊勢崎商業高校２年４

組(40 人)を対象に、教職大学院指導教員と共

にアクション・リサーチを行った。年度当初

に授業ガイダンスを行い、生徒主体の授業と

なる学習環境づくりに取り組みはじめた。教

職大学院教員による授業観察と事後の授業検



討における省察、及び、６月の単元「鼻」(実

践Ⅱ)では授業公開、10 月の単元「山月記」

(実践Ⅲ)では、授業公開・授業検討会を実施

した。 

(2) 改善の要点 

 ①生徒が安心して発言し、授業を通して他

者と協働しながら学ぶことができる学習

環境づくり 

 ②テキストや他者との対話を通して多様に

想像し理解を深める学習過程を実現する

ための課題の開発 

 ③学習の見通しと振り返りの活動を充実さ

せるためのワークシート等の工夫 

3. 実践結果 

(1) 実践Ⅰにおける手立て 

①個々の考えを共有しやすくするために、

Google Jamboard を利用 

②生徒が客観的かつ多様な読みのできる課

題設定 

③生徒の思考の外化かつ本文の記述を根拠

とした解釈ができるように「上段が本文、

下段がフリースペース」のプリントの導

入 

(2) 実践Ⅰにおける生徒の学びの姿 

 実践Ⅰにおいて、次のような生徒の主体的

な学びの姿が捉えられた。 

①言葉と言葉を結びつけて読み、本文の記

述を根拠として自分の考えを形成したり、

自分の考えをグループの生徒に説明する

際に、本文プリントを差し示しながら対

話したりする姿 

②共通課題に取り組む中で、新たに出てき

た疑問を自主的に記入し、その疑問につ

いてみんなで考えるなどの姿(図１) 

③単元末の振り返りにおいて、生徒の 40 人

中 22 人が、「物語を深く読むためには、

言葉や場面のつながりを意識して共感し

たり想像したりすることや言葉や表現に

着目して多角的に物語を読むことが重要

である」といった内容を記述 

(3) 実践Ⅰの成果と課題 

 次の２点が成果として挙げられる。 

 ①生徒が、言葉や表現に着目してつなげて

読む意識をもって取り組めたこと 

 ②教師が生徒の活動を見守り、生徒の感じ

方・考え方を尊重する姿勢を心掛けたこ

とで、生徒同士の自由な対話が生まれる

雰囲気を作れたこと 

以上の成果から、本文の記述を根拠にして

多様な読みが生まれるような課題設定を行う

ことで生徒が自分の考えを述べられるように

なっていたこと、思考や協働のツールが対話

の促進に有効であることが明らかになった。 

 課題として、次の３点が挙げられる。 

 ①課題構造が協働する価値を感じにくいも

のであったこと 

 ②教師の支援の不十分さにより、複数のグ

ループで意見交流の質が十分に高まら

なかったこと 

 ③全体共有が教師主導であったこと 

(4) 実践Ⅱにおける手立て 

 実践Ⅰの成果と課題を踏まえ、以下の３点

を手立てとして実践Ⅱに取り組んだ。 

 ①生徒が協働する価値を感じられるような

課題構造にするために、ワークシートの

レイアウトを、グループとして１つの見

解をつくっていくものに変更 

 ②グループ活動の質の向上のために、グル

ープ構成を変えた活動の実施 

 ③全体共有やグループ活動の際に、教師は

生徒の発言を丁寧に聴き、必要に応じて

生徒の言葉をつなぐような指導の実施 

(5) 実践Ⅱにおける生徒の学びの姿 

協働的な学びの中で自己の思考を深めてい

くことに関わり、次のような生徒の姿が捉え図１ 課題とは別に、自分たちのグループで  
出てきた読みを記入 



られた。 

①個の意見を表出する際、及び、協働の際、

テキストを何度も読み返して根拠を探し

たり、言葉や表現を確認したりする姿 

 ②対話の際に、どのように取り組むかなど

の学び方を生徒が主体的に考え、取り組

む姿 

 ③自分の考えを他者に伝えたり、他者の考

えを聴き、認め合いながら議論したりす

る姿(図２) 

(6) 実践Ⅱの成果と課題 

 次の２点が成果として挙げられる。 

 ①共同注視のツールやそれらの構造を協働

の必要性のあるものに変えたり、グルー

プ構成を変えたりしたことで、対話の場

面が増えたこと 

 ②生徒の想像力を問う課題や自由度の高い

活動を示したことで、生徒が主体的に課

題に取り組めたこと 

 以上の成果から、課題構造を協働の必要性

のあるものに変えること、生徒の学びを尊重

し、粘り強く取り組めるように教師が支援す

ることは、生徒の主体的な取り組みに有効で

あることが明らかになった。 

 課題として、以下の３点が挙げられる。 

 ①生徒の「じっくり読んで考えたい」とい

う姿勢を生かしきれなかったこと 

 ②課題設定において、「自分の考えを更新す

る」という視点が不十分であったこと 

 ③生徒の疑問や解釈をもとにした授業デザ

インができていないこと 

(7) 実践Ⅲにおける手立て 

実践Ⅱの成果と課題を踏まえ、以下の３点

を手立てとして実践Ⅲに取り組んだ。 

①生徒の実態に応じて、あらかじめ教師が

共通の資料を準備したうえで、授業では、

生徒がテキストと向き合う時間を十分に

設定 

②生徒が自分の思考の過程や変化がわかる

ようにするために、「解釈＋自分の考え方」

を問う課題設定、及び、思考の外化・蓄

積のための「振り返りシート」の導入 

③振り返りシートの生徒の記述を、課題設

定や全体共有のツールとして活用 

(8) 実践Ⅲにおける生徒の学びの姿 

協働的な学びの中で、自己のものの見方や

考え方を深めていくことと関わり、次のよう

な生徒の姿が捉えられた。 

①共通の資料を共同注視しながら対話した

り、必要に応じて自ら資料にアクセスし

たりして、じっくり丁寧にテキストを読

む姿やそれがわかる記述（図３） 

②他者の疑問や考えを聴いたうえで、再度

テキストに戻って自己の考えを更新して

いく姿 

③物語を多角的な視点で読み、対話を重ね

ていく中で、「自己のものの見方、考え方」

を深めている姿 

(9) 実践Ⅲの成果と課題 

次の３点が成果として挙げられる。 

①事前に共通資料を準備したことが、「読ん

図３ 
テキストとの対話を丁寧に行ったことが
分かる書き込み 

図２ 身を乗り出して聴き合う姿 



で考え深める」ということに集中させる

という点で有効であったこと 

 ②振り返りシートの記述を課題設定に生か

したことが、「生徒の学び」、「教師による

生徒の思考の見取り」の双方の面で有効

であったこと 

 ③他者と対話することによる読みの幅の広

がりや自身の読みの更新について生徒

が実感していたと捉えられたこと 

以上の成果から、教師が、生徒の実態に応

じた資料を提示したり、生徒の「読み考えた

こと」を生かした課題設定を行ったりするこ

とは、生徒の主体的な学びや学習意欲の高ま

りに有効であることが明らかとなった。 

課題として、以下の２点が挙げられる。 

①グループ活動について、「聴き合う」とい

うところまで対話の質を高めきれていな

いこと 

②振り返りシートについて、「他者の考えに

対して質問やコメントをする」という生

徒の活動と連動させられなかったこと 

(10) 質問紙調査の結果と考察 

 実践の効果を確認するため、令和５年度伊

勢崎商業高校２年４組(38 名)を対象に、令和

５年４月、11 月の２時点において web による

アンケート調査(選択肢・記述)を実施した。  

その調査結果を、認識得点の平均と SD 及び

t 検定により分析した(表１)。 

本アクション・リサーチによって、生徒が、

国語科の授業で想像力が高まり、自分の考え

を広げたり深めたり、対話的に学んだりでき

るという認識を高めたことが捉えられる。 

4. 総合考察 

 高等学校国語科の文学的な文章を教材とし

た「読むこと」の授業改善において、生徒の

思考が深まる学習課題、及び、対話を喚起す

る学習環境のデザインという実践的課題につ

いて、次の２点が明らかになった。 

 ①解釈の相違が生じる課題設定を行うこと

は、生徒がテキストの言葉や表現を手が

かりとし、テキストや他者との対話を通

して多様に想像し理解を深めるために

有効であるということ 

 ②協働する価値を感じられる課題構造を取

り入れることが、協働しやすい学習環境

の構築に有効であるということ 

高等学校国語科の「読むこと」の学習指導

において、生徒の多様な読みをもとに、「文学

的な文章をよりよく読む（楽しむ）」、「生徒の

見方・考え方を協働によって広げる」という

ことを重視し、学習課題やその構造の工夫を

行った。そのことは、生徒が自立的な読者と

なり、対話する活動を通して様々な価値観を

知り、自己の人間・社会への見方を深めるこ

とに資すると考える。以上を踏まえた指導の

改善には、「教師が教える」のではなく、「教

師も生徒と共に学ぶ」、「教師は生徒の学びの

支援をする」といった教師の指導観の転換が

欠かせない。 

 今後の課題としては、「読むこと」の授業を

通して身につけた資質・能力を見取ることが

できるような定期考査の検討がある。単元構

想の段階から、身につけさせたい資質・能力

の明確化が求められる。 
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表１ 
文学国語の授業についての認識得点の平均と
SD および t 検定の結果 

平均 SD 平均 SD

(2)文学的な文章を読む授業で、
想像しながら読む力が高まってい
る

2.84 0.72 3.24 0.63 3.08 37 .002

(3)文学的な文章を読む授業では、
目的に応じて文章を読み、内容を
解釈して自分の考えを広げたり深
めたりできている

2.84 0.72 3.13 0.67 1.99 37 .027

(4)文学的な文章を読む授業で、
自分の考えを話したり必要に応じ
て質問したりすることができてい
る

2.66 0.85 2.95 0.77 1.87 37 .035

(6)クラスの仲間と話し合う活動が
好きだ

3.16 0.82 3.42 0.68 2.37 37 .012

有意確率
（片側）

R5.4月 R5.11月
t値 自由度


